
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共働き・１人親世帯のため、安心できるところに子ども 

を預けたい方 

・のびのびとした環境で子どもを過ごさせたい方 

・兄弟姉妹の代わりに様々な学年の子と交流の機会を 

持たせたい方 

・子どもと一緒にイベントをしたいけど、自分だけでは 

自信がない方 

・父母も含めて交流の場がほしいと感じている方 

 

 

詳細はこちら 

 

 

〒546-0033 大阪市東住吉区南田辺１丁目 2-14 

電話番号：０６－６６２９－１５５３ 

Email：tanabegakudou@gmail.com 
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Ｑ 田辺学童保育クラブって？ 

 

 

 

 

 

Ｑ いつ預かってくれるの？（開所時間） 

 

Ｑ 子どもたちはどんなふうに過ごしているの？（活動内容） 

Ａ 田辺学童保育クラブ（以下、田辺学童）は 1980 年、

働く父母が自ら立ち上げました。 

働く父母で構成される父母会が事業主となり、

保護者の保育料と大阪市からの補助金を
主な収入源として、自分たちで建物を借り、指
導員を雇用して運営しています。 

Q&A 

Ａ 基本的に学校が開いている日の放課後と土曜日と長期休業中
は終日開けています。具体的には以下のとおりです。 

通常授業の日           13:00～19:15 

始業式・終業式など     11:00～19:15 

土曜日・長期休業期間など   8:00～19:15 

※原則として、お迎えは 19:00 までにお願いしています。 

※閉所日：日曜日、祝日、お盆休み、年末年始休み等 

Ａ 指導員には、下校後、宿題をすませてから遊ばせるように依頼し

ています（実際は宿題を終わらせずに遊んでいることもありますが･･･）。 

・学童内では、オセロやトランプなどで遊んだり、読書をしたり、イラストや工

作をしたり、子どもたちで考えた遊びをしたりして過ごしています。 

・屋外では、近くの公園へ行ったり、おやつを兼ねて駄菓子屋さんへ
行ったりして過ごすこともあります。 

・通常保育以外に、年度初めの歓送迎会、月ごとの誕生日会、各学期に 1

回程度の親子レクリエーション、クリスマス会など時期に合わせて

さまざまなイベントを行うようにしています。 

・子どもたちが自ら企画してイベントを行うこともあります。 

・さらに田辺学童最大のイベントとして、年に一度１泊２日のキャンプも行

っています！（父母も楽しめます！） 

・そのほか忘年会などで父母も交流をはかるようにしています。 

2020 年 10 月 旧学童にて 

子どもたちの手作り看板 



Ｑ うちの子、入学してすぐに１人で通えるか心配なんだけど･･･ 

 

Ｑ 学童へのお迎えはずっと必要なの？ 

 

Ｑ 田辺学童って具体的にどんなところなの？ 

 

Ｑ 指導員ってどんな人？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ４月中の下校時は指導員が学校までお迎えに行きます。 

ある程度、慣れたら、新入生だけで小学校から学童まで通えるかを指導員が陰

から見守ります（田辺小学校以外の近隣の小学校の新入生もできる限り同じ対

応したいと思います）。 

Ａ 子どもたちの安全を優先して次のように取り決めています。 

３年生以下の低学年は、原則的に父母などのお迎えが必要です。 

  ４年生以上の高学年は、18:00 までの１人帰宅を認めています。 

Ａ 南田辺本通商店街の一画に一軒家を借りて運営しています。田辺学童

では常に 2 名以上の指導員が保育にあたっています。 
  大阪市の基準で定員が決まっていますが、見方を変えればそのおかげで

子どもたちはのびのびと生活することができていると言えます。 

Ａ ２名以上の指導員のうち必ず 1 名は、保育士な

ど一定の条件に該当し、学童保育専門の研修を

修了した放課後児童支援員が担当して

います。 

  そのほかに補助員として、高校生・大学生から

子どもたちの祖父母世代まで様々な年代・
個性の方が保育の補助を担当しており

それも田辺学童の魅力の１つと私たちは考えて

います。 

  指導員は保育を担当するだけでなく、長期休
業中などには給食を作ってくれたり、平日

でもおやつを手作りしてくれたりしてい

て、それも大きな魅力の 1 つです。 

 
山坂公園や長池公園での遊びの様子 



Ｑ 費用はどれくらい必要なの？ 

 

Ｑ 父母会ってめんどくさくない？ 

 

Ｑ お金も労力も取られるのに何で学童を選んだの？ 

Ａ 最大の理由は子どもたちが学童での生活を楽しんでいるから！ 

  そのほか、父母にとってのメリットを思いつくままにお答えすると･･･ 

 ①長期休業中に給食を用意してくれる日がある（弁当を作らなくて済む）！ 

 ②十分なおやつで学童後すぐに習いごとがあっても集中して取り組める！ 

 ③暴風警報などで臨時休校になった後に警報が解除された場合や

インフルエンザなどで子どものクラスが学級閉鎖になった場合
に可能な限り対応してくれる。 

④授業中の暴風警報等の発令により集団下校しなければならない時や
災害時には、指導員が父母の代わりに学校まで迎えに行き、父

母と連絡がつくまで学童で待機してくれる。 

 

※学童に少しでも魅力を感じた方は是非一度ご相談ください!! 

Ａ 費用は以下のとおりです。 

・入所金：10,000 円 
・保育料：月額 15,000 円（３年以下）／10,000 円（４年以上） 

１人親家庭、兄弟・姉妹で入所している場合の２人目については、 

月額 10,000 円（３年以下）／6,000 円（４年以上） 

３人目は月額 9,000 円（３年以下）／5,000 円（４年以上） 

※保育料には、おやつ代や教材費等も含まれます。 

・その他：保育時間の長い８月は１世帯 5,000 円がプラスされます。 

給食費１食 100 円、おでかけ費（交通費、入場料等）は実費。 

入所人数が少ない年度は別途施設維持費もお願いしています。 

Ａ 学童内での子どもたちの様子を聞いたり、学童の運営について話し合ったりす

るため月に１度父母会を開いています（毎月最終週の金曜日１９時半〜）。

また父母のみんなでいろいろな係を分担しているので、正直、面倒なこと
もあります！（笑） 最初はそれらも負担に感じるかもしれませんが、

父母会を通じて知り合いも増え相談相手ができるのはメリットです。  


